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門脇篤と 2 年生8 0名によるア
ー トワ ー クシ ョ ッ プ

｢玉浦にかける桜色の虹｣
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きくら並木ネッ トワ ー クと桜3 .1 1 プロ ジ ェ クト合同植樹セ レモニ ー
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鎮魂と希望の桜花火打ち上げ

主催 : 桜3 .1 1 プロジェ クト実行委員会､ 一 般社団法人ア ー ト ･ アンド ･ パブリック協会､

一 般社団法人 M M[×La b
協力 : 岩沼市立玉浦小学校､ 学習院女子大学清水敏男研究室､ 国立大学法人宮城教育大学村上タカシ研究室､ 学習院女子大学つ ながるわキャ ンペ ー

ン

助成 : RIN G !R IN G ! 7 ロ ジ ェ ク ト 後援 : ア クテ リオン フ ァ ー

マ シ ュ
ー ティ カ ル ズ ジ ャパ ン 株式会社

お問合せ : 桜 3 .1 1 プロ ジェ クト実行委員会 0 70-6 9 5 5-5 5 3 9 / m m i x @ m a ⊂.⊂O m
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2 0 1 1 年3 月1 1 日 ほ東日本を選 っ た大地震､ 津波は多

くの犠牲者を出t まt プて ｡ 本プロ ジ ェ ク ト は こ の度

の大地震と津波の記憶を､ 桜の植樹ほよ っ て永続的

なも のとす る ことを目的とt て い ます｡

この プロ ジ ェ ク トは
､
3 .1 1 の 大津波が間近敦で到達

した被災地域の小 中学校を中心ほ桜を植え る こ とか

らはヾめ､ や が て は学区域､ 地域全体に そ の輪を広

げて い きます｡ 桜 を植樹 t た学校が 1 つ の点となり

しだ い ほ線となり､ そ の桜 のライ ン が セ イ フ テ イ ラ

イ ン となり鼓す｡

毎年咲く桜を世代を超え見て語り合う こと に より､

東北 4 県の 人 々 をはでめ多くの 人 々 の こ こ ろ を結ぶ

こ とを目指t ます｡
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千年後も咲きつづけるようにと ､ 樹齢千年をこ

えるもの もある工 ドヒガ ンを植えてい ます｡

～ ご 寄付のお願い ～

桜 3 .1 1 プロ ジ ェ クト実行委員会で は､ 桜 3 .1 1 プロ ジ ェ クトの 活動をは じめ､

ア
ー トと社会をつ なぐ事業の振興を図り､ 同プロ ジェ クトの安定的発展を図

る とともに､ 公益の増進に寄与す る こ とを目的と してい ます｡

お振込先 三井住友銀行 ( 0 0 9 ) 仙台支店 ( 3 1 1 )

普通 口座番号 ( 1 7 9 6 5 8 9)

名前 (桜3 . 1 1 プロ ジ ェ クト実行変異会) サ クラサ ンイチイチ

【お問い合わせ先】

桜 3 .1 1 プロ ジ ェ クト実行委員会

仙台市青葉区中央2-10 - 1 第二勝山ビル 6 F ( M M LX L a b 内)

村上タカシ m m ix @ m a ⊂.⊂O m O 7 0
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棚 に際 しては東｡ 本大震災支援心
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の復興活動 として､ アート ･ ワーク

シ ョ ッ プを行っ てい ます0
入が

W e o rg a n I z e w o r k s h o p s f o ｢

⊂hi】d ｢ e n
一
∂b o u t S∂k u ｢ ∂ O r O th e ｢

t h e m e * =

_b y
a rti s t s a n d / o r

U ni v e r sity 如 d e_
n t S b ef Q 〔e-- O r

a f t e r ⊂ e r e m O n y 瑚鴇Ia n t一n g
S∂k u r ∂.

ワークシ ョ ップ講師 ｣ _

†

門脇 篤 かどわきあつ し
仙台に住んでいます｡ 昨年は玉浦西のまちびらきで担い

だアートなみ こしをみん なと作りました｡

今回は玉浦小のみ なきんと､ 校舎からピンクの毛糸を投

げて ｢ 桜色の m をか けたいと思います｡

< 玉浦小学校>

平成23 年3月11 日 ､ 玉浦小は短縮授業で児童は午後

2 時に下校｡ 長い揺れの後､ すぐに停電になり地

域の方々が避難 してきま したが､ 前年にあっ たチ

リ地袋津波の教訓もあり､ 地区ごとの名簿づくり

等受け入れ準備をスムーズに始めて い ま した｡
｢貞山堀を越える ことはない｣ と言われて いた津

波は学校周辺を飲み 込 み ､ 学校 は陸の孤島とな

り､ 4 日間孤立状態が続きま した｡

地域と力を合わせ ､ 保護者の不安に丁寧に 向き合

い
､ 説明を尽くしながら4 月21 日には学校を再開｡

児童の心のケ ア に対応し､ 被災児童の10 年先を見

越 した教育を行っ てし､ます｡

桜花火 ノ

Fire w o rk s
鎮魂の思いと未来へ の希望をこめて植樹後

は桜色の花火の打ち上 げを行 っ てい要す｡
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